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小
西
甚
一
先
生
が
、
平
成
十
九
年
五
月
二
十
六
日
、
目
付
け
が
こ
の
日
に
変
っ
た
直
 
 

後
に
、
逝
か
れ
た
。
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
文
学
研
究
の
た
め
に
、
悲
し
ん
で
余
 
 

り
あ
る
。
 
 
 

御
高
著
『
日
本
文
垂
史
』
全
六
巻
の
接
尾
を
飾
る
は
ず
の
、
そ
し
て
、
先
生
の
膝
下
 
 

で
学
ん
だ
者
の
み
な
ら
ず
、
日
本
文
学
を
好
み
或
い
は
学
び
或
い
は
研
究
す
る
多
く
の
 
 

人
達
が
そ
の
刊
行
を
鶴
首
し
た
『
日
本
文
学
原
論
』
の
構
想
と
基
礎
稿
と
を
携
え
て
、
 
 

逝
か
れ
た
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
文
学
研
究
の
た
め
に
、
惜
し
ん
で
余
り
あ
る
。
 
 
 

先
生
の
御
講
延
の
最
末
席
を
汚
し
た
大
井
の
手
元
に
、
先
生
か
ら
頂
い
た
書
状
や
葉
 
 

書
が
数
十
通
あ
る
。
年
頭
の
挨
拶
へ
の
御
返
書
や
御
慶
事
御
弔
事
の
御
挨
拶
を
含
む
数
 
 

十
通
の
書
簡
で
あ
る
が
、
中
に
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
構
想
や
内
容
や
御
執
筆
の
進
捗
 
 

状
況
に
触
れ
ら
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
先
生
の
お
許
し
は
今
と
な
っ
て
は
得
ら
れ
 
 

な
い
が
、
こ
こ
に
、
概
ね
頂
い
た
順
に
、
御
状
に
触
れ
ら
れ
た
『
日
本
文
学
原
論
』
に
 
 

関
す
る
お
言
葉
を
紹
介
し
て
諸
賢
へ
の
報
告
と
し
、
先
生
へ
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
。
 
 
 

本
年
は
『
日
本
文
草
原
論
』
の
執
筆
に
入
り
ま
す
の
で
、
本
文
批
判
論
を
ま
と
め
 
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
例
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
大
兄
と
麻
原
さ
ん
の
協
力
を
お
 
 

願
ひ
し
た
く
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
。
 
 

昭
和
六
十
一
年
の
年
賀
状
の
お
言
葉
で
あ
る
。
『
日
本
文
聾
史
Ⅴ
』
の
刊
行
が
平
成
四
年
 
 

追
悼
小
西
甚
一
先
生
 
幻
の
著
『
日
本
文
学
原
論
』
 
の
こ
と
 
 

ー
 
 頂
 
い
 
た
書
簡
 
の
 
お
 
言
葉
か
 
ら
 
ー
 
 

二
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
完
結
の
六
年
も
前
に
『
日
本
文
学
原
論
』
に
取
り
か
か
ら
れ
 
 

た
の
で
あ
る
。
麻
原
美
子
氏
 
（
日
本
女
子
大
学
教
授
。
当
時
）
 
と
大
井
と
に
 
「
実
例
」
 
 

収
集
の
協
力
を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
は
、
『
日
本
文
学
原
論
』
を
実
例
を
土
台
に
し
た
「
原
 
 

論
」
 
と
し
よ
う
と
さ
れ
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
先
生
が
御
論
文
に
お
い
て
常
に
採
 
 

ら
れ
た
姿
勢
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
紹
介
す
る
書
簡
は
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
室
が
差
出
し
地
に
な
っ
て
い
る
。
先
 
 

生
は
、
学
界
の
最
新
情
報
収
集
の
た
め
、
御
退
官
の
後
も
、
し
ば
し
ば
筑
波
大
学
の
附
 
 

属
図
書
館
に
お
み
え
に
な
り
、
名
誉
教
授
室
を
研
究
室
と
さ
れ
た
。
本
状
は
そ
の
よ
う
 
 

な
御
来
学
の
折
の
内
の
一
過
で
あ
る
。
 
 

目
下
『
日
本
文
学
原
論
』
の
本
文
批
判
論
を
構
想
し
て
ゐ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
 
 

は
原
本
へ
遡
る
と
い
ふ
こ
と
を
目
的
と
す
る
ド
イ
ツ
文
献
学
を
過
去
の
も
の
と
 
 

し
、
あ
る
時
期
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
本
文
を
享
受
し
た
か
へ
標
的
が
移
っ
て
ゐ
ま
 
 

す
の
で
、
流
布
本
こ
そ
本
文
批
判
の
焦
点
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
わ
た
く
し
も
 
 

流
布
本
論
を
一
章
入
れ
よ
う
か
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に
は
信
太
君
 
 

の
や
っ
て
ゐ
る
平
家
の
版
本
な
ど
に
併
は
せ
、
貴
兄
恵
与
の
材
料
も
大
い
に
使
は
 
 

せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
（
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
三
日
付
書
簡
。
横
書
）
 
 

『
西
行
法
師
家
集
』
の
流
布
本
延
宝
二
年
版
本
を
翻
刻
し
た
小
者
を
お
届
け
し
た
折
の
 
 

御
返
書
で
あ
る
の
だ
が
、
先
生
が
本
文
批
判
に
お
い
て
 
「
流
布
本
」
 
を
重
視
し
よ
う
と
 
 

さ
れ
、
信
太
周
氏
 
（
神
戸
大
学
教
授
。
当
時
）
 
の
『
新
版
絵
入
 
平
家
物
語
（
延
宝
五
 
 
 

大
 
井
 
 
善
 
事
 
 



牛
木
）
』
（
昭
和
五
十
七
年
～
）
 
の
影
印
と
 
「
解
説
」
 
の
お
仕
事
及
び
拙
著
の
仕
事
を
活
 
 

用
し
よ
う
と
さ
れ
る
先
生
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

私
家
集
の
流
動
本
文
は
平
家
等
と
ま
た
違
っ
た
扱
ひ
が
必
要
で
 
そ
の
原
理
を
妙
 
 

案
中
と
て
 
好
材
料
を
得
ま
し
た
こ
と
 
あ
つ
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
 
 

昭
和
六
十
二
年
】
月
に
『
山
家
集
』
所
載
西
行
歌
一
首
が
『
覚
綱
集
』
所
載
歌
と
詠
者
 
 

を
異
に
す
る
こ
と
を
材
料
に
論
じ
た
拙
文
へ
の
御
返
書
（
昭
和
六
十
二
年
二
月
消
印
葉
 
 

書
）
。
専
ら
書
写
す
る
と
い
う
書
写
態
度
の
間
に
生
じ
る
本
文
変
化
に
対
し
て
改
作
や
改
 
 

編
が
行
な
わ
れ
る
書
写
本
文
を
「
流
動
本
文
」
と
命
名
さ
れ
る
先
生
は
、
拙
文
で
指
摘
 
 

し
た
同
一
歌
の
私
家
集
間
に
お
け
る
詠
者
の
相
違
と
い
う
事
実
に
関
し
て
、
私
家
集
の
 
 

本
文
研
究
に
あ
っ
て
は
『
平
家
物
語
』
の
ご
と
き
散
文
に
お
け
る
改
作
と
は
異
な
る
態
 
 

度
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
、
と
拙
論
を
諭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
と
明
記
 
 

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
「
そ
の
原
理
を
勘
案
中
」
と
は
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
こ
と
を
 
 

指
し
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
 
 
 

平
成
元
年
四
月
十
三
目
付
け
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
塞
か
ら
大
井
の
研
究
室
宛
に
頂
 
 

い
た
書
状
 
（
横
書
）
。
 
 

第
5
巻
（
『
日
本
文
塾
史
Ⅴ
』
。
大
井
注
）
は
、
た
ぶ
ん
こ
の
秋
に
出
る
は
ず
で
す
。
 
 

そ
こ
で
、
懸
案
の
『
日
本
文
草
原
論
』
に
入
り
ま
す
。
こ
の
別
巻
で
は
、
本
文
批
 
 

判
が
一
つ
の
目
玉
な
の
で
、
ぜ
ひ
平
家
を
採
り
あ
げ
た
い
の
で
す
が
、
「
原
論
」
と
 
 

い
ふ
枠
内
で
は
、
あ
ま
り
具
体
論
ま
で
出
し
か
ね
ま
す
。
そ
れ
で
、
具
体
例
は
別
 
 

論
文
と
し
て
出
し
た
い
と
考
へ
て
を
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
本
文
批
判
に
興
味
の
 
 

あ
る
院
生
が
ゐ
れ
ば
、
協
力
方
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。
彼
ら
に
細
か
い
理
論
を
 
 

納
得
し
て
も
ら
ふ
だ
け
の
時
間
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
筋
肉
労
働
ふ
う
 
 

な
協
力
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
 
 

『
日
本
文
垂
史
Ⅴ
』
と
『
日
本
文
学
原
論
』
の
 
「
校
正
と
執
筆
が
同
時
進
行
と
い
ふ
、
 
 

地
獄
の
何
丁
目
か
で
す
」
と
い
う
文
言
の
あ
る
お
手
紙
。
「
具
体
例
」
の
収
集
に
大
学
院
 
 生

の
協
力
を
求
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
極
端
な
御
多
忙
の
中
で
、
具
体
的
事
例
 
 

を
以
て
論
じ
ら
れ
る
先
生
の
姿
勢
が
見
て
と
れ
る
。
 
 

や
っ
と
本
巻
が
稿
了
、
い
よ
い
よ
原
論
に
入
り
ま
す
。
手
始
め
に
山
岸
先
生
の
記
 
 

念
論
文
集
で
本
文
批
判
論
を
書
き
ま
す
。
 
 

平
成
二
年
の
年
賀
状
の
添
え
書
き
。
『
日
本
文
蛮
史
』
全
五
巻
の
執
筆
を
終
え
ら
れ
た
安
 
 

堵
の
お
気
持
ち
と
、
『
日
本
文
学
原
論
』
御
執
筆
の
決
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
「
山
岸
先
 
 

生
の
記
念
論
文
集
云
々
」
 
は
、
翌
平
成
l
ニ
年
六
月
刊
行
の
『
山
岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
 
 

集
 
日
本
文
学
の
視
点
と
諸
相
』
に
寄
稿
さ
れ
た
 
「
本
文
批
判
の
方
法
体
系
1
作
者
の
 
 

意
図
は
契
機
に
な
り
う
る
か
－
」
の
予
告
で
あ
る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
が
、
作
品
批
評
 
 

を
事
実
考
証
に
よ
っ
て
支
え
る
と
い
う
基
本
姿
勢
の
『
日
本
文
番
史
』
金
玉
巻
に
対
し
 
 

て
、
「
本
文
批
判
」
を
軸
に
す
る
著
作
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
お
手
紙
に
示
し
て
お
ら
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 

小
生
は
『
日
本
文
学
原
論
』
の
本
文
批
評
に
さ
し
か
か
り
、
い
ま
十
八
世
紀
の
ベ
 
 

ン
ト
レ
イ
ま
で
来
た
所
で
す
。
こ
れ
か
ら
ラ
ハ
マ
ン
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
、
や
 
 

は
り
パ
ワ
ー
ズ
以
後
の
英
米
流
か
ら
見
る
と
甘
い
も
の
で
す
。
「
流
動
本
文
の
批
 
 

判
」
で
当
然
『
平
家
』
を
扱
ひ
ま
す
の
で
、
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。
『
原
論
』
 
 

で
は
あ
ま
り
詳
し
く
書
け
ま
せ
ん
の
で
、
別
に
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
 
 

平
成
二
年
発
行
の
 
「
筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
」
を
御
覧
に
入
れ
た
折
の
御
返
書
の
一
 
 

節
（
平
成
二
年
九
月
十
日
付
薬
書
）
。
先
生
の
本
文
批
判
論
が
、
欧
州
の
文
献
学
か
ら
英
 
 

米
に
お
け
る
本
文
批
判
ま
で
を
通
観
し
て
、
『
平
家
物
語
』
な
ど
、
わ
が
国
の
文
学
作
品
 
 

の
本
文
批
判
に
至
る
、
本
文
批
判
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
 
 

と
が
こ
の
文
面
で
分
る
。
し
か
も
、
十
八
世
紀
ま
で
の
欧
州
に
お
け
る
文
献
学
に
つ
い
 
 

て
は
こ
の
と
き
既
に
検
討
を
終
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
お
葉
書
で
知
れ
る
。
 
 

数
年
前
に
わ
た
く
し
が
麻
原
さ
ん
や
貴
兄
に
お
話
し
申
し
ま
し
た
や
う
な
、
ご
く
 
 

小
さ
い
単
位
に
分
割
す
る
方
法
で
（
欧
米
で
は
常
識
的
で
す
が
）
、
こ
れ
を
改
良
し
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て
拙
著
『
日
本
文
学
原
論
』
に
採
用
す
る
つ
も
り
の
所
、
貴
論
を
得
た
の
で
、
た
 
 

い
へ
ん
助
か
り
ま
し
た
。
（
中
略
）
拙
著
は
い
ま
、
本
文
批
判
論
の
う
ち
、
ア
レ
ク
 
 

サ
ン
ド
リ
ア
時
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
西
欧
学
説
を
紹
介
し
、
日
本
に
入
 
 
 

り
、
逆
に
現
代
の
淑
石
全
集
な
ど
の
校
定
方
法
か
ら
遡
り
、
江
戸
時
代
の
版
本
を
 
 

西
鶴
ま
で
論
じ
た
所
で
す
。
こ
れ
か
ら
写
本
の
 
「
定
着
志
向
本
文
」
 
に
入
り
、
次
 
 

い
で
「
流
動
志
向
本
文
」
 
の
章
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
 
「
殿
下
乗
合
」
を
使
は
う
 
 

と
い
ふ
寸
法
で
す
。
 
 

『
平
家
物
語
』
諸
本
の
 
「
殿
下
乗
合
」
 
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
拙
文
に
つ
い
て
頂
 
 

い
た
も
の
（
平
成
三
年
三
月
二
十
四
日
付
葉
書
）
。
西
欧
の
本
文
批
判
論
を
改
良
し
よ
う
 
 

と
さ
れ
る
こ
と
、
近
代
文
学
に
つ
い
て
の
本
文
校
訂
の
在
り
方
や
江
戸
期
の
版
行
本
の
 
 

本
文
流
動
も
視
野
に
入
れ
た
本
文
批
判
論
で
あ
る
こ
と
、
「
定
着
志
向
本
文
」
 
「
流
動
志
 
 

向
本
文
」
と
い
う
文
献
の
本
文
の
質
を
把
握
し
て
の
本
文
批
判
論
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
 
 

志
向
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
扱
わ
れ
る
範
囲
、
本
文
の
扱
い
方
な
ど
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
 
 

本
文
批
判
の
第
〓
論
文
は
山
岸
先
生
の
記
念
論
文
集
が
出
ま
し
た
の
で
 
八
月
上
 
 

旬
に
抜
刷
を
呈
上
い
た
し
ま
す
。
抜
刷
の
製
作
に
十
日
ほ
ど
要
す
る
由
に
て
 
こ
 
 

ち
ら
は
純
然
た
る
理
論
で
す
 
先
週
文
番
史
第
五
冊
の
四
校
一
一
四
〇
ペ
イ
ジ
分
 
 

が
ど
さ
り
と
持
ち
こ
ま
れ
 
大
汗
の
態
で
す
 
頑
ば
れ
ば
十
月
に
出
る
か
も
知
れ
 
 

ま
せ
ん
 
 

夏
の
挨
拶
へ
の
御
返
書
（
平
成
三
年
七
月
二
十
四
日
消
印
葉
書
）
。
前
年
の
年
賀
状
に
御
 
 

執
筆
の
予
定
を
示
し
て
お
ら
れ
た
「
山
岸
先
生
の
記
念
論
文
集
」
 
の
御
論
文
が
出
た
こ
 
 

と
を
お
知
ら
せ
下
さ
っ
た
も
の
。
『
日
本
文
垂
史
』
第
五
巻
が
第
四
校
ま
で
取
ら
れ
た
も
 
 

の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
校
正
と
『
日
本
文
草
原
論
』
の
本
文
批
判
編
の
執
筆
が
同
時
進
 
 

行
し
て
い
た
こ
と
が
、
併
せ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
第
十
五
号
（
平
成
三
牢
十
二
月
発
行
）
所
載
の
先
生
の
御
 
 

論
文
「
『
平
家
物
語
』
の
本
文
批
判
－
水
平
伝
承
と
垂
直
伝
承
～
」
に
つ
い
て
、
麻
原
美
 
 

子
氏
と
大
井
の
二
人
で
先
生
の
原
稿
と
初
校
と
の
内
容
や
引
用
の
確
認
と
点
検
と
を
お
 
 

手
伝
い
し
た
際
に
、
申
し
上
げ
た
私
見
に
対
す
る
ご
御
意
見
 
（
専
ら
組
み
版
に
関
す
る
 
 

事
柄
）
 
を
合
せ
て
、
先
の
『
山
岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集
』
所
載
論
文
の
抜
刷
と
『
日
 
 

本
文
学
の
特
質
』
（
同
年
七
月
刊
）
 
所
載
の
 
「
『
平
家
物
語
』
の
原
態
と
古
態
1
本
文
批
 
 

判
と
作
品
批
評
の
接
点
－
」
 
の
複
写
と
を
お
届
け
下
さ
っ
た
折
の
添
え
状
（
平
成
三
年
 
 

八
月
七
日
付
書
簡
）
 
に
、
 
 

山
岸
先
生
の
記
念
論
文
集
は
、
抜
刷
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
一
部
同
封
し
 
 

ま
す
。
原
理
論
ば
か
り
で
、
直
接
の
お
役
に
は
立
ち
さ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
 
 

れ
は
拙
稿
の
本
文
批
判
論
第
一
部
で
し
て
、
第
二
部
が
先
日
お
送
り
し
た
校
正
刷
 
 

り
の
も
の
、
こ
ん
ど
の
が
第
三
部
と
な
り
ま
す
。
か
な
り
重
複
も
し
ま
す
が
、
ま
 
 

と
め
る
と
一
貫
し
た
主
張
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
旨
を
『
日
本
文
学
原
論
』
 
 

本
文
批
判
論
の
う
ち
 
「
流
動
志
向
本
文
」
 
の
章
に
入
れ
ま
す
。
 
 

と
あ
る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
の
本
文
批
判
編
が
三
部
仕
立
て
で
、
第
l
部
が
『
山
岸
徳
 
 

平
先
生
記
念
論
文
集
』
所
載
論
文
、
第
二
部
が
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
第
十
五
号
所
 
 

載
論
文
、
第
三
部
が
『
日
本
文
学
の
特
質
』
所
載
論
文
を
骨
子
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
 
 

て
い
る
。
『
山
岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集
』
所
載
論
文
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
、
「
流
動
 
 

志
向
本
文
」
と
「
定
着
志
向
本
文
」
と
で
異
な
る
本
文
伝
承
の
現
象
を
同
一
視
し
て
は
 
 

な
ら
な
い
こ
と
、
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
所
載
論
文
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
「
水
平
伝
 
 

承
」
 
と
 
「
垂
直
伝
承
」
と
い
う
相
対
す
る
本
文
伝
承
の
在
り
方
を
認
識
す
べ
き
こ
と
、
 
 

そ
し
て
、
『
日
本
文
学
の
特
質
』
所
載
論
文
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
本
文
批
判
と
作
品
批
 
 

評
と
の
隔
別
と
そ
の
接
点
を
確
認
す
べ
き
こ
と
、
以
上
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
全
体
像
 
 

が
、
こ
の
書
状
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
 
麻
原
さ
ん
へ
の
校
正
刷
り
に
つ
い
て
 
お
手
数
を
煩
は
し
ま
し
た
こ
と
 
 

申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
 
こ
れ
も
 
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
 
 

平
成
三
年
暮
れ
の
挨
拶
に
対
す
る
御
返
書
（
十
二
月
二
十
三
日
消
印
葉
書
）
。
『
日
本
文
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学
原
論
』
の
柱
に
な
る
は
ず
の
 
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
第
十
五
号
所
載
の
先
生
の
御
 
 

論
文
の
校
正
刷
に
つ
い
て
麻
原
美
子
氏
と
内
容
確
認
の
お
手
伝
い
を
し
た
折
に
、
そ
の
 
 

校
正
刷
を
麻
原
氏
に
大
井
が
お
届
け
し
た
こ
と
の
謝
意
を
伝
え
ら
れ
た
も
の
。
先
生
は
、
 
 

論
点
や
作
品
本
文
の
引
用
な
ど
の
点
検
を
そ
の
分
野
を
専
攻
す
る
人
に
依
頼
さ
れ
る
こ
 
 

と
が
あ
っ
た
。
異
種
本
の
多
い
『
平
家
物
語
』
な
ど
に
つ
い
て
は
麻
原
氏
が
そ
の
任
に
 
 

当
た
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
大
井
も
時
折
お
手
伝
い
し
た
。
山
下
宏
明
氏
 
（
名
古
屋
大
 
 

学
教
授
。
当
時
）
 
に
点
検
を
依
頼
し
た
ら
論
に
何
の
問
題
も
な
い
と
い
う
返
事
だ
っ
た
 
 

よ
、
と
仰
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
先
生
は
御
自
分
の
論
の
論
点
や
 
 

引
用
の
正
確
を
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
日
は
ま
た
暑
中
見
舞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
 
こ
の
二
日
ほ
ど
は
涼
し
く
て
 
 
 

一
息
つ
い
て
ゐ
ま
す
 
先
日
来
の
猛
暑
中
は
 
ド
イ
ツ
語
で
泡
を
吹
き
ま
し
た
が
 
 

こ
の
次
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
 
横
文
字
症
候
群
と
い
っ
た
と
こ
ろ
 
 

平
成
四
年
に
差
し
上
げ
た
暑
中
見
舞
い
状
へ
の
御
返
書
（
八
月
四
日
付
薬
書
）
。
『
日
本
 
 

文
学
原
論
』
と
い
う
言
葉
は
な
い
が
、
そ
の
御
執
筆
に
西
欧
の
文
献
を
参
照
あ
る
い
は
 
 

批
判
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
事
実
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
頂
い
た
お
菜
 
 

書
 
（
平
成
四
年
十
二
月
二
十
七
日
消
印
）
 
に
、
 
 

『
日
本
文
学
原
論
』
は
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
に
七
箇
月
を
要
し
ま
し
た
が
 
こ
れ
か
ら
 
 

ロ
シ
ア
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
に
入
り
ま
す
 
こ
れ
に
比
べ
る
と
 
本
文
批
判
論
は
ま
 
 
 
だ
し
も
楽
で
し
た
 
し
か
し
 
平
家
の
論
は
 
具
体
的
な
例
を
示
す
責
任
が
あ
り
 
 
 

ま
す
の
で
 
よ
ろ
し
く
願
ひ
ま
す
 
信
太
君
の
便
宜
を
考
へ
る
と
 
春
休
み
は
如
 
 

何
で
せ
う
か
 
場
所
も
御
相
談
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
 
 

と
あ
る
。
こ
の
書
状
に
よ
っ
て
、
『
日
本
文
草
原
論
』
が
作
品
批
評
論
と
本
文
批
判
論
の
 
 

二
本
立
て
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
「
信
太
君
云
々
」
 
は
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
具
体
例
 
 

収
集
と
提
示
な
ど
の
た
め
に
、
信
太
周
氏
や
麻
原
美
子
氏
ら
と
合
宿
研
究
会
を
行
い
、
 
 

先
生
の
御
指
導
を
頂
き
た
い
、
と
お
願
い
し
た
こ
と
へ
の
御
提
案
で
あ
る
。
翌
平
成
五
 
 

年
は
大
井
の
半
年
間
の
外
国
出
張
な
ど
あ
り
、
合
宿
研
究
会
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
か
 
 

っ
た
が
、
帰
国
の
挨
拶
に
答
え
て
下
さ
っ
た
そ
の
年
の
十
一
月
1
日
付
け
の
お
葉
書
に
、
 
 

懸
案
の
平
家
本
文
批
判
は
 
大
学
会
館
あ
た
り
に
合
宿
し
て
 
徹
底
論
議
は
如
何
 
 

で
す
か
 
も
ち
ろ
ん
春
か
夏
か
の
休
暇
中
で
す
が
 
 

と
あ
り
、
年
末
十
二
月
二
十
七
日
付
け
の
お
葉
書
に
も
、
そ
の
合
宿
研
究
会
に
つ
い
て
 
 

触
れ
ら
れ
、
 
 

年
内
に
は
い
ま
い
ま
し
い
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
悪
文
と
辛
が
切
れ
さ
う
で
 
張
り
切
っ
 
 

て
ゐ
ま
す
 
夏
休
み
あ
た
り
 
大
学
会
館
に
で
も
合
宿
し
て
 
麻
原
・
信
太
両
君
 
 

を
交
へ
 
平
家
十
二
巻
本
の
本
文
批
評
を
や
り
ま
せ
ん
か
 
完
成
に
は
コ
ン
ピ
ュ
 
 

ー
タ
を
要
し
ま
す
が
 
原
理
は
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
で
す
み
ま
す
 
 

と
、
先
生
の
頭
の
中
で
既
に
合
宿
研
究
会
の
具
体
的
な
構
想
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
 
 

い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
下
さ
り
、
こ
の
お
葉
書
で
、
合
宿
研
究
会
の
開
催
計
画
が
急
速
 
 

に
具
体
化
に
向
け
て
進
み
出
し
た
。
 
 
 

先
生
を
座
長
と
す
る
そ
の
合
宿
研
究
会
は
、
先
生
が
「
『
平
家
物
語
』
本
文
分
析
研
究
 
 

会
」
 
と
命
名
さ
れ
、
 
 

第
一
回
 
平
成
六
年
八
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
 
 

於
 
筑
波
大
学
大
学
会
館
 
談
話
室
 
 

参
加
者
 
小
西
甚
一
先
生
・
麻
原
美
子
氏
（
日
本
女
子
大
学
）
・
信
太
周
氏
（
神
 
 

戸
大
学
）
・
稲
葉
二
柄
氏
（
大
妻
女
子
大
学
∵
名
波
弘
彰
氏
（
筑
波
大
学
）
 
 

・
大
井
（
筑
波
大
学
）
 
 

第
二
回
 
平
成
七
年
九
月
五
日
～
七
日
 
 
於
 
筑
波
大
学
大
学
会
館
 
談
話
室
 
 

参
加
者
 
小
西
甚
一
先
生
・
久
保
木
哲
夫
氏
（
都
留
文
科
大
学
）
・
麻
原
美
子
氏
 
 

（
勤
務
先
は
、
当
時
）
 
 

・
信
太
周
氏
・
稲
葉
二
柄
氏
・
大
井
 
 

の
二
回
、
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
は
、
先
生
の
基
調
講
義
・
参
加
者
の
質
疑
と
先
生
の
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応
答
・
先
生
の
補
遺
講
義
・
次
年
度
研
究
会
ま
で
の
調
査
検
討
事
項
（
先
生
は
「
宿
題
」
 
 

と
呼
ば
れ
た
）
 
の
提
示
、
第
二
回
は
、
先
生
に
よ
る
前
年
度
研
究
会
の
整
理
お
よ
び
基
 
 

調
講
義
・
参
加
者
に
よ
る
宿
題
等
の
報
告
と
討
論
・
先
生
の
総
括
講
義
、
と
い
う
プ
ロ
 
 

グ
ラ
ム
で
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
本
文
批
判
編
の
基
本
的
理
論
お
よ
び
『
平
家
物
語
』
 
 

本
文
批
判
の
章
の
基
本
的
理
論
と
全
体
像
が
提
示
さ
れ
深
め
ら
れ
た
。
欧
米
の
文
献
が
 
 

机
上
に
並
び
、
横
文
字
の
言
葉
が
飛
び
交
う
、
そ
れ
で
い
て
『
平
家
物
語
』
を
離
れ
な
 
 

い
都
合
六
日
間
で
あ
っ
た
。
 
 
 

平
成
五
年
度
韓
国
日
語
日
文
学
会
大
会
に
お
け
る
先
生
の
御
講
演
を
論
文
と
し
て
そ
 
 

の
学
会
の
紀
要
に
寄
稿
さ
れ
た
 
「
解
釈
と
批
評
の
原
理
」
 
（
「
日
語
日
文
学
研
究
」
第
二
 
 

四
輯
・
一
一
九
四
年
（
平
成
六
年
）
 
六
月
三
十
日
発
行
）
 
が
、
こ
の
合
宿
研
究
会
の
参
 
 

考
論
文
と
し
て
配
布
さ
れ
、
討
論
の
材
料
の
一
と
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
二
回
の
合
宿
研
究
会
の
間
、
第
一
回
研
究
会
の
後
に
は
 
（
平
成
六
年
十
二
月
三
 
 

十
日
付
葉
書
）
、
 
 

明
け
て
平
成
七
年
か
ら
 
わ
た
く
し
は
非
常
事
態
に
入
っ
た
宣
言
を
し
ま
す
 
 

『
日
本
文
学
原
論
』
に
専
念
す
る
た
め
で
す
 
講
談
社
と
の
折
衝
で
 
平
成
八
年
 
 

十
一
月
刊
と
な
り
ま
し
た
の
で
 
そ
れ
ま
で
の
間
は
す
べ
て
の
原
稿
謝
絶
 
会
合
 
 

に
も
出
ま
せ
ん
 
但
し
 
平
家
の
件
だ
け
は
例
外
で
す
 
あ
れ
は
『
原
論
』
 
の
一
 
 

部
で
す
か
ら
 
 

と
の
宣
言
が
あ
り
、
第
二
回
合
宿
研
究
会
の
前
に
は
（
平
成
七
年
七
月
十
日
消
印
葉
書
）
、
 
 

本
文
批
判
合
宿
は
 
本
年
 
ど
う
も
平
家
そ
の
も
の
よ
り
は
 
「
失
は
れ
た
本
文
と
 
 

系
譜
法
の
限
界
」
が
主
に
な
り
さ
う
で
す
 
私
家
集
に
も
役
立
ち
さ
う
な
の
で
 
 

久
保
木
君
あ
た
り
に
も
加
は
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
で
せ
う
 
貴
意
如
何
 
 

と
い
う
御
提
案
が
あ
る
。
『
日
本
文
草
原
論
』
の
本
文
批
判
編
の
根
幹
が
、
散
文
に
も
韻
 
 

文
に
も
関
わ
る
、
文
字
通
り
 
「
日
本
文
学
」
 
全
般
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
平
成
七
年
の
 
「
師
走
二
十
八
目
」
 
と
い
う
目
付
け
の
あ
る
お
菜
書
に
、
 
 

夏
の
平
家
合
宿
に
て
試
み
た
り
し
訳
語
 
不
適
切
な
る
も
の
少
な
か
ら
ず
 
改
訳
 
 

を
思
案
中
に
て
候
 
そ
の
う
ち
お
届
け
仕
る
べ
く
候
 
本
日
講
談
社
の
お
億
万
が
 
 
 

来
宅
 
遅
延
の
日
本
文
学
原
論
を
一
日
も
早
く
と
の
膝
詰
め
談
判
 
あ
な
越
し
が
 
 

た
の
年
の
瀬
や
！
 
 

と
、
候
ふ
文
で
、
合
宿
研
究
会
で
使
わ
れ
た
原
書
の
訳
語
の
訂
正
を
予
告
し
て
お
ら
れ
 
 

る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
御
執
筆
の
最
中
で
あ
っ
て
も
、
随
時
、
術
語
の
在
り
方
に
心
を
 
 

配
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
合
宿
研
究
会
に
関
わ
る
先
生
の
御
連
絡
の
書
状
や
お
葉
書
は
、
紙
幅
の
都
合
で
 
 

割
愛
す
る
。
 
 
 

な
お
、
平
成
七
年
の
先
生
の
年
賀
状
に
は
、
 
 

懸
案
の
『
日
本
文
学
原
論
』
は
本
年
も
や
は
り
懸
案
で
す
。
そ
れ
で
も
、
最
大
の
 
 

難
物
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ど
う
や
ら
退
治
し
ま
し
た
の
で
、
あ
と
は
順
調
に
行
き
さ
う
 
 

な
感
じ
で
す
。
 
 

と
印
刷
挨
拶
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
賀
状
を
頂
戴
し
た
皆
へ
の
お
言
葉
で
あ
る
が
、
更
 
 

に
、
ペ
ン
字
で
、
 
 

本
年
は
満
八
十
歳
を
迎
へ
ま
す
の
で
、
右
の
本
に
て
創
著
の
研
究
書
は
大
尾
と
し
 
 

ま
す
。
論
文
も
。
あ
と
は
自
編
の
著
作
集
を
考
へ
て
ゐ
ま
す
。
 
 

と
い
う
添
え
書
き
が
あ
る
。
先
生
の
『
日
本
文
学
原
論
』
 
へ
の
思
い
を
知
る
添
え
書
き
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

御
入
院
御
加
療
を
灰
聞
し
水
菓
子
を
お
届
け
し
た
返
礼
の
お
菜
書
 
（
平
成
八
年
七
月
 
 

十
四
日
消
印
）
 
は
、
 
 

病
人
食
で
は
と
て
も
身
体
が
保
た
な
い
の
で
、
担
当
医
に
掛
け
合
ひ
 
十
三
日
 
 

（
土
）
 
十
四
日
 
（
日
）
 
の
両
日
 
帰
宅
し
ま
し
た
 
す
こ
し
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
れ
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な
い
と
ね
 
恰
も
 
チ
ョ
ウ
サ
ー
作
品
の
本
文
批
判
を
手
掛
け
て
ゐ
ま
す
の
で
 
 

デ
カ
メ
ロ
ン
は
好
適
 
 

と
、
洒
落
を
交
え
て
の
も
の
で
あ
る
。
御
体
調
が
不
調
の
折
で
も
、
本
文
批
判
な
ど
、
『
日
 
 

本
文
学
原
論
』
の
こ
と
を
お
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
 
 
 

同
じ
年
の
秋
に
頂
い
た
、
諸
方
へ
出
さ
れ
た
ワ
ー
プ
ロ
印
字
に
よ
る
退
院
の
御
挨
拶
 
 
 

－
 
大
井
宛
に
は
 
「
十
月
二
十
二
日
」
と
い
う
ペ
ン
書
き
の
日
付
け
が
あ
る
 
ー
 
の
中
 
 

、
 
 

中
休
み
の
形
と
な
り
ま
し
た
『
日
本
文
学
原
論
』
は
、
今
の
と
こ
ろ
清
書
ず
み
原
 
 

稿
お
よ
び
下
書
き
が
予
定
枚
数
の
お
よ
そ
八
割
ほ
ど
机
上
に
在
り
ま
す
け
れ
ど
 
 

も
、
当
分
は
手
を
着
け
か
ね
ま
す
。
し
か
し
、
か
ね
て
申
し
あ
げ
ま
し
た
ご
と
く
、
 
 

わ
た
く
し
最
後
の
新
著
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
体
と
し
て
の
質
を
あ
ま
り
落
さ
ず
 
 

に
行
き
た
い
も
の
で
す
。
 
 

と
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
余
白
に
、
そ
の
直
前
に
先
生
の
御
高
覧
に
供
し
た
『
夫
木
抄
』
 
 

所
載
実
朝
歌
の
『
金
塊
集
』
の
本
文
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
拙
文
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、
 
 

更
に
、
そ
の
拙
文
と
の
関
連
で
、
 
 

わ
た
く
し
の
『
原
論
』
で
本
文
批
判
に
『
平
家
』
は
必
ず
採
り
あ
げ
ま
す
が
、
私
 
 

家
集
は
ど
の
程
度
ま
で
言
及
す
る
べ
き
か
、
ま
だ
考
へ
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

と
言
い
添
え
て
い
て
下
さ
る
。
御
入
院
御
加
療
な
ど
あ
っ
て
、
前
年
の
第
二
回
合
宿
研
 
 

究
会
で
示
さ
れ
た
私
家
集
等
を
含
む
お
考
え
や
検
討
が
確
た
る
と
こ
ろ
に
至
る
に
は
い
 
 

さ
さ
か
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
九
年
に
頂
い
た
年
賀
状
に
は
、
印
刷
文
面
に
、
前
年
六
月
か
ら
の
入
院
加
療
の
 
 

こ
と
を
示
さ
れ
、
 
 

昨
年
の
六
月
ご
ろ
、
宿
題
の
『
日
本
文
学
原
論
』
が
清
書
稿
－
下
書
き
稿
を
併
せ
 
 

お
よ
そ
八
割
が
出
来
て
を
り
、
も
う
一
息
と
い
ふ
所
で
の
発
病
、
ま
こ
と
に
残
念
 
 

で
し
た
。
し
か
し
、
再
診
の
所
見
か
ら
は
、
明
年
の
初
夏
ご
ろ
に
『
原
論
』
 
の
完
 
 

稿
が
期
待
で
き
る
や
う
で
す
。
 
 

と
、
『
日
本
文
学
原
論
』
執
筆
中
断
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
更
に
、
ペ
ン
字
で
、
 
 

し
か
し
相
手
は
欧
米
の
曲
者
ぞ
ろ
ひ
、
如
何
相
成
り
ま
す
か
。
 
 

ど
う
や
ら
命
拾
ひ
を
し
ま
し
た
の
で
、
な
ん
と
か
ケ
リ
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
 
 

と
添
え
書
き
を
し
て
い
て
下
さ
る
。
 
 
 

同
年
七
月
十
五
日
の
消
印
の
あ
る
お
菜
書
に
は
、
「
回
復
順
調
」
で
「
十
月
ご
ろ
か
ら
 
 

戦
線
復
帰
が
可
能
な
や
う
で
す
」
 
と
あ
り
、
 
 

『
日
本
文
学
原
論
』
は
 
国
文
学
界
に
と
つ
て
 
超
辛
口
に
な
り
さ
う
で
す
 
 

と
い
う
お
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

平
成
九
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
の
お
葉
書
に
、
 
 
 

一
昨
日
 
講
談
社
か
ら
お
二
方
が
『
日
本
文
学
原
論
』
の
完
稿
を
や
ん
わ
り
御
催
 
 

促
の
た
め
光
来
な
さ
い
ま
し
た
 
小
生
の
返
事
は
至
っ
て
正
直
 
「
平
成
十
一
年
 
 

中
に
は
出
る
で
せ
う
」
 
し
か
し
約
束
は
守
り
ま
す
 
 

と
あ
る
。
出
版
社
の
申
し
出
も
あ
り
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
刊
行
年
を
先
生
御
自
身
が
 
 

決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
十
年
七
月
二
十
二
日
の
消
印
の
あ
る
お
菜
書
に
は
、
 
 

宿
題
の
『
日
本
文
学
原
論
』
 
や
っ
と
原
稿
整
理
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
数
年
 
 

前
に
書
い
た
こ
と
が
我
な
が
ら
不
備
の
点
多
く
、
か
な
り
手
間
取
っ
て
ゐ
ま
す
。
 
 

秋
に
は
筑
波
へ
何
ひ
た
く
存
じ
ま
す
。
調
べ
事
が
多
く
て
。
 
 

と
あ
る
。
以
前
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
筑
波
大
学
の
図
書
館
で
調
べ
 
 

事
を
な
さ
っ
た
。
長
期
間
に
亘
る
構
想
か
ら
執
筆
ゆ
え
、
既
に
稿
了
に
さ
れ
た
箇
所
の
 
 

修
正
や
改
訂
が
多
く
、
し
か
も
学
界
の
研
究
状
況
の
把
握
も
必
要
で
、
「
筑
波
へ
」
と
は
 
 

「
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
へ
調
べ
事
に
」
 
の
意
で
あ
り
、
こ
の
年
も
そ
の
ご
意
向
で
あ
 
 

る
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
 
の
完
成
の
た
め
に
。
 
 
 

「
十
二
月
一
日
付
の
貴
翰
拝
涌
」
に
始
ま
る
同
十
年
十
二
月
八
日
消
印
の
お
葉
書
に
、
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九
月
十
九
日
の
学
会
の
後
で
、
名
波
君
か
ら
『
日
本
文
垂
史
』
と
『
日
本
文
学
原
 
 

論
』
の
完
成
を
祝
ふ
集
ひ
を
し
て
は
ど
う
か
と
申
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成
十
二
 
 

年
に
し
て
く
れ
な
い
か
と
頼
み
ま
し
た
。
全
巻
が
完
成
す
る
の
は
、
た
ぶ
ん
そ
の
 
 

年
の
寿
ご
ろ
で
す
。
原
稿
は
明
年
の
三
月
ご
ろ
終
へ
ら
れ
さ
う
で
す
が
。
 
 

と
あ
る
。
翌
平
成
十
一
年
三
月
頃
の
脱
稿
を
目
指
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
十
年
 
 

十
二
月
三
十
日
付
け
の
書
簡
で
も
、
脱
稿
の
予
定
の
時
期
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
知
 
 

ら
せ
て
い
て
下
さ
る
。
 
 

わ
た
く
し
は
歳
末
も
年
始
も
な
く
、
当
面
の
原
稿
書
き
に
追
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
予
 
 

告
を
幾
年
も
過
ぎ
た
『
日
本
文
学
原
論
』
が
、
ま
だ
稿
了
し
な
い
か
ら
で
す
。
し
 
 

か
し
、
ど
う
や
ら
明
年
の
春
ご
ろ
に
は
講
談
社
へ
渡
せ
さ
う
な
の
で
、
い
っ
そ
う
 
 

精
が
出
る
わ
け
で
す
。
 
 

「
急
が
ば
廻
れ
」
 
と
い
ふ
の
は
、
壮
年
期
ま
で
の
こ
と
で
、
わ
た
く
し
に
は
、
も
 
 

は
や
回
る
だ
け
の
徐
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
は
良
好
な
の
で
す
が
、
頭
の
 
「
切
 
 

れ
」
 
は
月
単
位
で
失
せ
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
作
動
す
る
間
に
ま
と
め
な
 
 

く
て
は
と
考
へ
て
を
り
ま
す
。
 
 

い
ま
本
文
批
判
の
項
を
見
直
し
て
ゐ
ま
す
が
、
欧
米
で
い
ろ
い
ろ
新
説
が
出
る
の
 
 

で
、
追
加
や
修
正
の
た
め
数
十
日
を
要
し
ま
し
た
。
年
内
に
は
終
へ
ま
す
が
、
あ
 
 

と
は
解
釈
理
論
に
お
け
る
「
作
者
の
意
図
」
 
と
の
整
合
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
て
 
 

は
な
り
ま
せ
ん
。
 
 

そ
れ
で
も
ま
あ
、
机
の
前
に
坐
っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
幸
ひ
と
申
さ
な
く
て
は
な
り
 
 

ま
す
ま
い
。
 
 

お
手
紙
は
温
泉
療
治
の
話
へ
と
続
く
が
、
そ
れ
も
、
「
一
段
落
し
た
ら
」
の
こ
と
と
さ
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

翌
平
成
十
一
年
の
年
賀
状
に
印
刷
さ
れ
た
年
頭
の
お
言
葉
の
中
に
、
 
 

わ
た
く
し
は
、
幸
ひ
体
調
好
調
で
、
相
変
は
ら
ず
原
稿
書
き
に
い
そ
し
ん
で
を
り
 
 
 

ま
す
。
宿
題
の
『
日
本
文
学
原
論
』
で
す
が
、
ど
う
や
ら
こ
の
三
月
あ
た
り
脱
稿
 
 

で
き
さ
う
で
す
。
も
っ
と
も
、
大
冊
の
事
と
て
、
刊
行
は
明
年
の
春
あ
た
り
に
な
 
 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
 

と
あ
り
、
平
成
十
一
年
春
脱
稿
、
平
成
十
二
年
刊
行
を
目
指
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
分
 
 

る
。
 
 
 

平
成
十
一
年
の
秋
、
先
生
は
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
を
受
け
ら
れ
た
。
暮
れ
も
 
 

お
し
迫
っ
た
十
九
日
に
、
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
主
催
で
、
そ
の
受
彰
祝
賀
会
が
催
 
 

さ
れ
た
。
そ
の
会
の
庶
務
を
担
当
し
た
だ
け
の
私
に
ま
で
謝
意
の
お
菜
書
を
下
さ
れ
（
平
 
 

成
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
付
）
、
 
 

す
こ
し
暖
か
く
な
る
頃
、
筑
波
へ
も
調
べ
事
に
参
上
い
た
し
た
く
存
じ
て
を
り
ま
 
 

す
。
 
 

と
い
う
文
言
を
添
え
て
下
さ
っ
た
。
例
の
附
属
図
書
館
へ
の
調
べ
事
と
い
う
先
生
の
意
 
 

欲
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

明
け
て
平
成
十
二
年
の
年
賀
状
の
印
刷
さ
れ
た
年
頭
の
御
挨
拶
の
中
に
は
、
 
 

わ
た
く
し
は
幸
ひ
齢
相
応
の
健
康
に
恵
ま
れ
、
原
稿
書
き
と
校
正
の
日
常
を
愉
し
 
 

め
さ
う
で
す
。
 
 

と
い
う
お
言
葉
が
あ
る
。
 
 
 

文
化
功
労
者
受
彰
祝
賀
会
の
折
に
撮
っ
た
写
真
の
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
池
内
輝
雄
国
語
 
 

国
文
学
会
会
長
（
当
時
）
の
お
供
を
し
て
お
宅
へ
お
届
け
し
た
こ
と
へ
頂
い
た
礼
状
（
平
 
 

成
十
二
年
二
月
十
五
日
付
）
に
も
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

幸
ひ
こ
の
と
こ
ろ
健
康
は
年
齢
に
い
く
ら
か
不
相
応
な
ほ
ど
で
し
て
、
毎
日
原
稿
 
 

書
き
に
精
を
出
し
て
を
り
ま
す
。
題
し
て
『
日
本
文
草
原
論
』
。
こ
れ
を
以
っ
て
わ
 
 

が
著
作
は
千
秋
楽
と
仕
り
ま
す
。
「
小
西
も
こ
の
程
度
の
本
を
書
く
や
う
に
な
っ
た
 
 

か
」
 
と
慰
ま
れ
る
や
う
な
醜
態
を
招
か
な
い
た
め
に
は
、
余
力
を
残
し
て
の
幕
切
 
 

れ
に
し
た
い
わ
け
で
す
。
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先
生
の
精
力
的
御
執
筆
が
窺
え
る
お
言
葉
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
十
二
年
二
月
、
麻
原
美
子
氏
の
お
手
伝
い
を
し
て
『
長
門
本
平
家
物
語
の
総
合
 
 

研
究
 
第
三
巻
 
論
究
篇
』
を
編
み
、
両
人
で
先
生
に
一
本
を
献
呈
し
た
折
に
い
た
だ
 
 

い
た
書
簡
 
（
三
月
十
三
日
付
）
 
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 

い
ま
執
筆
中
の
『
日
本
文
学
原
論
』
で
は
本
文
批
判
論
に
多
く
の
ぺ
イ
ジ
を
割
き
 
 

ま
す
が
、
中
心
に
な
る
の
は
『
平
家
』
で
し
て
、
貴
著
は
お
そ
ら
く
こ
の
章
の
屋
 
 

台
骨
を
支
へ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
 
 

（
中
略
）
 
か
な
り
忙
し
い
数
週
を
経
験
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
も
こ
の
二
月
あ
 
 

た
り
で
打
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
あ
と
は
原
稿
書
き
に
専
念
で
き
ま
す
。
 
 

幸
ひ
年
齢
相
応
の
健
康
に
恵
ま
れ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
格
別
の
支
障
さ
へ
無
け
れ
ば
、
 
 

本
年
末
あ
た
り
に
稿
了
で
き
さ
う
で
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
あ
と
、
校
正
と
い
ふ
 
 

労
働
が
控
へ
て
ゐ
ま
す
。
英
文
は
も
ち
ろ
ん
、
独
・
彿
語
の
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ア
語
 
 

こ
フ
テ
ン
語
も
頻
出
し
ま
す
の
で
、
他
人
任
せ
に
は
し
に
く
い
わ
け
で
す
 
（
身
か
 
 

ら
出
た
鏡
？
）
。
 
 

欧
米
の
文
献
を
、
そ
の
理
論
を
紹
介
さ
れ
批
判
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
の
ま
ま
引
 
 

用
さ
れ
た
り
術
語
や
人
名
に
つ
い
て
欧
米
の
表
記
の
ま
ま
提
示
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
 
 

『
日
本
文
学
原
論
』
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
十
二
年
七
月
十
日
消
印
の
書
状
は
、
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
が
、
『
日
本
文
学
原
 
 

論
』
の
琴
線
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
時
候
の
挨
拶
と
書
状
の
結
び
の
お
吉
菓
は
省
 
 

略
し
て
、
全
文
を
紹
介
す
る
。
 
 

そ
の
後
は
別
状
な
く
、
原
稿
書
き
に
専
念
 
－
 
と
言
ひ
た
い
所
で
す
が
、
時
ど
き
 
 

脱
線
も
仕
り
ま
す
。
去
る
六
月
十
八
日
、
国
立
能
楽
堂
に
て
狂
言
「
仁
王
」
 
に
出
 
 

演
い
た
し
た
件
な
ど
（
そ
の
お
稽
古
を
含
め
）
、
大
脱
線
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
 

し
か
し
、
以
後
は
慎
し
ん
で
を
り
ま
し
て
、
宿
題
の
『
日
本
文
畢
原
論
』
に
集
中
 
 

し
て
ゐ
ま
す
。
目
下
は
本
文
批
判
の
章
で
す
が
、
何
を
 
「
正
し
さ
」
 
の
基
準
と
す
 
 

る
か
1
に
つ
い
て
、
従
来
の
論
で
い
は
ゆ
る
 
「
科
学
的
」
 
な
客
観
性
を
信
頼
す
 
 

る
態
度
が
、
じ
つ
は
科
学
的
で
な
い
 
ー
 
と
指
摘
す
る
べ
く
、
自
然
科
学
に
お
け
 
 
 

る
事
実
の
客
観
性
が
ど
ん
な
手
続
き
を
取
る
か
、
国
文
学
者
に
も
再
思
三
考
し
て
 
 

ほ
し
い
こ
と
の
要
望
で
す
。
 
 
 

民
俗
学
に
つ
い
て
も
、
自
然
科
学
的
な
思
考
の
で
き
た
柳
田
国
男
は
、
危
な
い
所
 
 

を
注
意
ぶ
か
く
避
け
て
通
り
ま
す
が
、
折
口
信
夫
は
 
柳
田
を
信
奉
し
な
が
ら
、
 
 
 

実
は
大
き
く
踏
み
は
づ
し
ま
す
。
折
口
は
詩
の
領
域
に
片
脚
を
踏
み
こ
み
な
が
ら
、
 
 
 

他
の
脚
で
事
実
に
立
た
う
と
し
た
の
で
す
か
ら
、
支
離
滅
裂
に
陥
り
ま
し
た
。
 
 

こ
ん
な
話
が
相
次
ぎ
ま
す
の
で
、
国
文
学
者
諸
公
に
は
耳
の
痛
い
話
と
な
り
ま
す
。
 
 

当
然
、
好
感
を
も
っ
て
は
迎
へ
ら
れ
な
い
で
せ
う
が
、
八
十
歳
を
過
ぎ
ま
す
と
、
 
 

い
ち
い
ち
諸
方
の
御
機
嫌
を
伺
っ
て
ゐ
る
余
裕
な
ど
無
く
な
り
、
放
言
居
士
化
す
 
 

る
の
も
、
や
む
を
得
な
い
で
せ
う
。
 
 

さ
う
い
っ
た
放
言
ホ
ル
モ
ン
が
老
化
現
象
へ
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
く
れ
る
か
ど
 
 

う
か
、
本
が
出
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
わ
た
く
し
自
身
は
、
か
な
り
愉
 
 

し
み
に
し
て
ゐ
ま
す
。
 
 
 

平
成
十
二
年
十
二
月
四
日
付
け
の
お
葉
書
は
、
拙
文
所
載
の
本
を
お
届
け
し
た
こ
と
 
 

へ
の
御
返
書
で
、
 
 
 

拙
著
『
日
本
文
学
原
論
』
の
た
め
必
要
な
欧
米
論
文
や
刊
書
を
調
べ
る
べ
く
、
去
 
 

る
十
一
月
二
十
八
日
二
一
十
九
日
の
両
日
、
筑
波
へ
参
上
し
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
 
 

事
が
忙
し
く
て
、
御
挨
拶
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 

と
あ
る
。
こ
の
時
期
に
至
っ
て
も
、
御
著
書
の
論
述
の
徹
底
を
期
し
て
、
筑
波
大
学
の
 
 

附
属
図
書
館
で
調
べ
事
を
続
け
て
お
ら
れ
た
先
生
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
十
三
年
の
年
賀
状
は
、
印
刷
の
挨
拶
文
に
 
「
筑
波
天
狗
」
 
の
朱
印
が
押
印
さ
れ
 
 

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
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仕
事
の
方
は
、
久
し
い
宿
題
の
 
『
日
本
文
草
原
論
』
が
遅
れ
な
が
ら
も
進
捗
し
、
 
 

た
ぶ
ん
本
年
内
に
は
稿
了
で
き
さ
う
で
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
研
究
的
な
新
著
の
公
 
 

刊
は
千
秋
楽
と
い
た
し
ま
す
。
書
く
べ
き
事
は
書
き
？
－
－
の
心
境
で
す
。
 
 

と
、
『
日
本
文
学
原
論
』
 
の
稿
了
を
予
告
さ
れ
、
『
平
家
物
語
』
の
平
知
盛
の
 
「
見
る
べ
 
 

き
事
は
見
つ
」
 
と
い
う
科
白
を
も
じ
っ
て
御
心
境
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
賀
状
 
 

を
頂
い
た
皆
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
十
三
年
四
月
、
『
金
枝
集
』
の
抜
粋
本
の
本
文
に
つ
い
て
の
報
告
文
を
お
届
け
し
 
 

た
こ
と
へ
の
御
返
書
を
頂
い
た
 
（
四
月
十
九
日
消
印
葉
書
）
。
そ
こ
に
は
、
 
 

ち
や
う
ど
拙
著
『
日
本
文
学
原
論
』
で
本
文
批
判
の
章
を
い
ち
お
う
稿
了
し
た
後
、
 
 

な
ぜ
本
文
が
変
は
っ
て
ゆ
く
か
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
書
き
直
さ
 
 

う
と
考
へ
て
ゐ
た
際
と
て
、
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
す
。
「
著
作
性
本
文
形
成
」
 
「
書
 
 

写
性
本
文
変
化
」
 
の
区
別
は
、
き
は
め
て
明
確
な
御
指
摘
で
す
が
、
二
字
ぐ
ら
ゐ
 
 

に
縮
め
ら
れ
な
い
か
と
思
案
中
。
 
 

と
い
う
お
言
葉
が
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
『
日
本
文
草
原
諭
』
 
の
原
稿
の
修
訂
や
書
 
 

き
直
し
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
著
作
性
本
文
形
成
」
 
云
々
は
拙
文
中
に
用
 
 

い
た
術
語
へ
の
御
注
文
で
、
ど
の
よ
う
に
締
め
て
御
著
書
に
使
っ
て
頂
け
る
の
か
、
犬
 
 

井
は
大
き
な
期
待
を
さ
せ
て
頂
い
た
お
言
葉
で
あ
っ
た
。
 
 
 

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
の
消
印
の
あ
る
お
菜
審
は
、
暮
れ
の
挨
拶
に
答
え
ら
 
 

れ
た
御
返
事
。
 
 

小
生
は
幸
ひ
健
康
に
申
し
分
な
く
、
原
稿
書
き
が
続
き
ま
す
。
 
 

と
あ
る
。
御
健
康
御
回
復
と
御
執
筆
進
捗
を
心
か
ら
喜
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

平
成
十
四
年
二
月
十
四
日
付
け
の
書
簡
は
、
信
太
周
氏
と
校
注
・
訳
を
担
当
し
た
 
 

『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
の
一
本
を
両
人
で
お
届
け
し
た
こ
と
へ
の
御
返
書
で
あ
る
 
 

が
、
後
半
に
、
 
 

も
っ
と
も
、
小
生
、
日
下
『
日
本
文
草
原
論
』
の
た
め
 
蟹
行
文
字
の
本
ど
も
に
 
 

煩
は
さ
れ
て
を
り
、
日
本
へ
帰
郷
す
る
の
は
明
年
ご
ろ
の
仕
事
で
す
け
れ
ど
も
、
 
 

時
に
は
日
本
文
の
業
績
に
接
し
ま
せ
ん
と
、
国
籍
不
明
の
タ
ワ
言
に
な
り
さ
う
で
 
 

し
て
。
 
 

と
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
た
め
に
欧
米
に
お
け
る
研
究
の
検
討
に
か
か
り
き
り
で
あ
ら
 
 

れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

平
成
十
四
年
七
月
十
六
日
消
印
の
お
葉
書
に
は
、
 
 

小
生
は
相
も
変
は
ら
ず
『
日
本
文
学
原
論
』
と
取
り
組
ん
で
ゐ
ま
す
が
、
何
分
に
 
 

も
老
齢
の
事
と
て
、
欧
米
の
文
学
理
論
書
ど
も
を
す
ら
す
ら
理
解
す
る
わ
け
に
は
 
 

ゆ
か
ず
、
大
き
い
辞
書
の
助
け
を
借
り
て
の
悪
戦
苦
闘
中
で
す
。
 
 

と
あ
る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
の
論
述
が
欧
米
の
理
論
の
吟
味
と
そ
こ
か
ら
の
発
展
と
い
 
 

う
要
素
を
も
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
幾
通
か
の
書
簡
の
お
言
葉
 
 

を
通
じ
て
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
も
、
そ
の
基
本
を
徹
底
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
 
 

が
分
る
。
そ
の
頃
、
或
る
方
の
御
葬
儀
の
あ
と
、
先
生
を
音
羽
の
護
国
寺
か
ら
お
送
り
 
 

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
お
住
ま
い
の
保
谷
ま
で
お
送
り
し
ま
す
と
申
し
あ
げ
た
と
 
 

こ
ろ
、
例
の
『
日
本
文
学
原
論
』
の
た
め
の
原
審
を
池
袋
の
書
店
で
求
め
る
か
ら
と
、
 
 

行
き
先
を
池
袋
へ
と
仰
っ
た
。
書
簡
の
お
言
葉
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
回
想
と
し
て
紹
 
 

介
し
て
お
く
。
 
 
 

平
成
十
四
年
十
一
月
五
日
の
消
印
が
あ
る
お
葉
書
は
、
『
新
時
代
不
同
歌
合
』
所
載
の
 
 

実
朝
歌
の
本
文
に
関
す
る
拙
文
別
刷
を
御
覧
に
入
れ
た
際
の
先
生
の
お
返
事
。
そ
こ
に
 
 

、
 
 

こ
の
と
こ
ろ
、
拙
著
『
日
本
文
草
原
論
』
の
本
文
批
判
考
に
お
い
て
、
本
文
流
伝
 
 

の
諸
相
を
採
り
あ
げ
る
予
定
で
、
い
ろ
い
ろ
材
料
を
整
へ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
高
説
 
 

は
多
大
の
助
勢
を
お
与
へ
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
、
重
ね
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 
 

と
書
き
添
え
て
あ
る
。
種
々
の
材
料
で
具
体
的
実
例
を
示
し
て
展
開
さ
れ
る
本
文
批
判
 
 

編
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日
付
け
の
お
手
紙
は
、
拙
宅
の
表
札
の
御
揮
蜃
を
お
願
い
 
 

し
た
こ
と
へ
御
快
諾
を
頂
い
た
も
の
。
後
半
に
、
 
 

こ
の
所
、
年
来
の
大
宿
題
『
日
本
文
撃
原
論
』
と
格
闘
中
な
れ
ど
、
学
界
へ
老
害
 
 

を
振
り
撒
く
結
果
と
な
り
か
ね
ず
、
冷
や
ひ
や
物
に
て
候
。
ま
づ
は
取
り
あ
へ
ず
 
 

拝
承
の
御
挨
拶
ま
で
。
 
 

と
あ
る
。
か
よ
う
な
私
的
な
お
願
い
の
御
返
書
に
ま
で
『
日
本
文
学
原
論
』
に
言
及
さ
 
 

れ
る
先
生
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
表
札
の
材
質
や
寸
法
な
ど
細
部
に
つ
い
て
お
尋
ね
下
さ
っ
た
お
菜
書
（
平
成
十
 
 

五
年
三
月
六
日
消
印
）
が
、
先
生
に
頂
い
た
御
自
筆
書
簡
の
最
後
で
あ
る
。
『
日
本
文
学
 
 

原
論
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

以
後
は
、
奥
様
御
自
筆
の
お
菜
書
か
、
ワ
ー
プ
ロ
印
字
の
文
面
で
、
 
 

甚
一
 
 

と
い
う
御
署
名
の
み
が
先
生
の
手
、
と
い
う
先
生
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。
 
 
 

「
甚
二
と
い
う
署
名
だ
け
が
御
自
筆
の
お
菜
書
の
中
で
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
 
 

二
十
三
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
、
 
 

私
は
原
稿
書
き
な
ど
で
毎
日
忙
し
く
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。
 
 

と
あ
る
。
「
原
稿
書
き
」
 
と
は
『
日
本
文
草
原
論
』
の
原
稿
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

奥
様
か
ら
の
お
菜
審
は
、
 
 
 

・
主
人
も
腰
痛
の
持
病
と
体
力
が
少
々
落
ち
ま
し
た
が
、
口
は
達
者
で
ご
ざ
い
ま
 
 

す
。
（
平
成
十
五
年
七
月
十
八
日
付
）
 
 
 

・
こ
の
度
、
主
人
の
卒
寿
の
会
に
つ
い
て
、
大
変
御
世
話
を
お
か
け
致
し
ま
し
て
 
 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
分
に
も
老
化
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
無
事
皆
様
 
 

方
と
過
せ
ま
す
様
、
念
じ
て
居
り
ま
す
が
、
念
の
た
め
、
次
女
も
付
添
と
し
て
 
 

参
る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
平
成
十
六
年
七
月
十
 
 

平
成
四
年
二
月
刊
の
『
日
本
文
塾
史
Ⅴ
』
の
奥
付
の
後
に
掲
げ
ら
れ
た
「
『
日
本
文
垂
 
 

史
』
刊
行
予
定
」
に
、
「
別
巻
（
日
本
文
学
原
論
・
付
 
全
巻
索
引
）
続
刊
」
と
あ
る
。
 
 

そ
の
六
年
前
の
昭
和
六
十
一
年
の
年
賀
状
に
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
執
筆
宣
言
が
あ
っ
 
 

た
。
爾
来
二
十
一
年
、
そ
の
間
に
『
日
本
文
整
史
』
全
五
巻
が
完
結
し
、
平
成
八
年
夏
 
 

の
御
入
院
御
加
療
が
あ
り
、
平
成
十
五
年
以
降
、
奥
様
の
お
言
葉
に
よ
る
と
 
「
字
を
書
 
 

く
事
も
不
精
」
 
に
な
ら
れ
 
「
字
を
書
く
こ
と
を
し
な
く
」
 
な
ら
れ
る
ま
で
、
先
生
は
、
 
 
 

八
日
に
開
催
し
た
「
小
西
甚
一
先
生
九
十
賀
の
会
」
 
に
つ
い
て
の
御
連
絡
。
平
 
 

成
十
六
年
七
月
十
四
日
付
）
 
 
 

・
本
人
も
だ
ん
だ
ん
老
化
し
、
字
を
書
く
事
も
不
精
致
し
 
失
礼
の
程
、
御
許
し
 
 

下
さ
い
ま
せ
。
（
平
成
十
六
年
九
月
。
先
生
著
『
世
阿
弼
能
楽
論
集
』
を
お
届
け
 
 

下
さ
っ
た
折
の
添
え
状
）
 
 
 

・
口
は
達
者
で
す
が
老
化
は
進
み
、
す
っ
か
り
筆
不
精
と
な
り
ま
し
て
、
代
り
ま
 
 

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
九
日
付
。
暮
れ
の
 
 

挨
拶
へ
の
御
返
信
）
 
 
 

・
本
人
 
ロ
は
達
者
で
す
が
、
筆
力
が
衰
え
、
代
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
 
 

ま
す
。
（
平
成
十
七
年
七
月
二
十
七
日
付
。
夏
の
挨
拶
へ
の
御
返
信
）
 
 
 

・
本
人
も
老
化
し
 
歩
行
も
杖
が
必
要
で
、
字
を
書
く
事
が
不
如
意
で
 
代
り
ま
 
 

し
て
厚
く
御
礼
申
あ
げ
ま
す
。
（
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
日
付
。
暮
れ
の
挨
拶
 
 

へ
の
御
返
信
）
 
 
 

・
字
を
書
く
事
を
し
な
く
な
り
、
代
り
ま
し
て
 
御
便
り
致
し
ま
し
た
。
（
平
成
十
 
 

八
年
七
月
十
九
日
消
印
。
暑
中
見
舞
い
へ
の
御
返
信
）
 
 

と
、
時
々
の
先
生
の
御
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
る
文
面
で
あ
る
。
平
成
十
八
年
の
暮
れ
 
 

に
は
、
奥
様
が
直
接
お
電
話
を
下
さ
れ
、
先
生
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
由
、
家
内
に
 
 

お
伝
え
下
さ
っ
た
。
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常
に
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
御
執
筆
に
専
念
し
て
お
ら
れ
た
。
御
講
延
の
末
席
を
汚
し
 
 

た
だ
け
の
私
ご
と
き
者
に
、
書
簡
を
通
じ
て
、
そ
の
構
想
や
内
容
、
ま
た
、
原
稿
の
進
 
 

み
具
合
を
お
示
し
下
さ
っ
た
こ
と
に
、
先
生
の
 
『
日
本
文
学
原
論
』
に
寄
せ
ら
れ
た
な
 
 

み
な
み
な
ら
ぬ
お
心
の
程
が
顕
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

先
生
の
お
便
り
の
お
言
葉
の
端
々
か
ら
窺
え
る
『
日
本
文
学
原
論
』
の
構
想
と
内
容
 
 

を
整
理
し
て
み
る
。
 
 
 

先
ず
、
こ
の
著
の
 
「
目
玉
」
 
は
本
文
批
判
論
で
あ
る
が
 
（
平
成
元
年
四
月
十
三
日
付
 
 

書
簡
）
、
作
品
批
評
論
も
展
開
さ
れ
る
（
平
成
四
年
十
二
月
二
十
七
日
付
薬
書
、
平
成
十
 
 

二
年
七
月
十
日
付
書
簡
等
）
。
 
 
 

本
文
批
判
論
の
中
心
的
材
料
は
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
が
 
（
平
成
元
年
四
月
十
三
日
 
 

付
書
簡
、
平
成
t
一
年
九
月
十
日
付
葉
書
等
）
、
私
家
集
等
韻
文
も
視
野
に
入
れ
て
お
ら
れ
 
 

る
（
昭
和
六
十
二
牢
二
月
付
薬
書
、
平
成
七
年
七
月
十
日
付
葉
書
等
）
。
そ
の
本
文
批
判
 
 

論
は
、
具
体
的
実
例
の
分
析
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
 
（
平
成
元
年
四
月
十
三
日
付
書
簡
 
 

等
）
、
そ
の
博
捜
や
提
示
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
欧
米
に
お
け
る
本
文
研
究
の
成
果
を
採
用
し
あ
る
い
は
批
判
す
る
た
め
に
、
 
 

諸
外
国
の
研
究
文
献
を
数
多
く
検
討
さ
れ
（
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
三
日
付
書
簡
等
）
、
 
 

ま
た
、
、
度
々
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
へ
足
を
運
ば
れ
、
日
本
文
学
研
究
の
最
新
の
諸
成
 
 

果
を
調
べ
て
お
ら
れ
る
（
平
成
十
年
七
月
l
一
十
二
日
消
印
葉
書
等
）
。
新
し
い
研
究
を
知
 
 

っ
た
上
で
御
自
分
の
説
を
展
開
し
よ
う
と
さ
れ
る
、
正
確
を
期
さ
れ
た
御
論
な
の
で
あ
 
 

る
。
原
稿
や
校
正
刷
の
段
階
で
点
検
を
そ
の
分
野
を
専
門
と
す
る
人
達
に
委
ね
ら
れ
た
 
 

の
も
、
論
の
正
確
を
期
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
既
に
御
執
 
 

筆
を
終
え
ら
れ
た
問
題
に
つ
い
て
も
、
常
に
振
り
返
り
、
加
筆
を
試
み
ら
れ
、
不
備
の
 
 

修
正
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
 
（
平
成
十
年
七
月
二
十
二
日
消
印
葉
書
等
）
 
の
も
、
正
確
を
 
 

期
さ
れ
た
御
研
究
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
本
文
批
判
論
の
根
幹
は
、
文
学
作
品
の
本
文
は
大
別
す
る
と
「
流
動
志
向
本
文
」
 
 と

「
定
着
志
向
本
文
」
の
二
様
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
水
平
伝
承
」
と
「
垂
直
伝
承
」
 
 

と
い
う
本
文
伝
承
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
本
文
批
判
を
行
う
必
要
が
 
 

あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
 
（
昭
和
六
十
t
一
年
二
月
消
印
葉
書
、
平
成
二
年
九
月
十
 
 

日
付
薬
書
、
平
成
三
年
八
月
七
目
付
書
簡
等
）
。
耳
慣
れ
な
い
術
語
で
は
あ
る
が
、
文
献
 
 

の
本
文
と
そ
の
伝
承
の
極
め
て
論
理
的
な
把
握
で
あ
る
。
 
 
 

作
品
批
評
の
原
論
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
・
ロ
シ
ア
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
・
ハ
 
 

イ
デ
ガ
ー
等
の
名
前
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
分
る
よ
う
に
 
（
平
成
四
年
十
二
月
二
十
 
 

七
日
消
印
葉
書
、
平
成
五
年
十
二
月
二
十
七
日
付
葉
書
等
）
、
本
文
批
判
論
の
場
合
と
全
 
 

く
同
様
の
御
検
討
と
分
析
と
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
見
て
間
違
い
な
い
。
 
 
 

先
生
が
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
よ
り
分
析
と
検
討
を
行
っ
て
来
ら
れ
た
『
日
本
文
学
 
 

原
論
』
が
、
実
際
の
文
言
と
し
て
そ
の
検
討
や
提
言
を
拝
読
で
き
な
い
こ
と
は
、
残
念
 
 

と
言
う
外
な
い
。
た
だ
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
本
文
批
判
編
の
 
「
手
始
め
」
 
（
平
成
二
 
 

年
年
賀
状
添
書
）
 
に
発
表
さ
れ
た
論
文
が
幾
編
か
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
三
部
構
成
 
 

の
論
の
基
幹
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 
（
平
成
三
年
八
月
七
日
付
書
状
）
。
 
 

（
第
一
部
）
 
 

本
文
批
判
の
方
法
体
系
－
作
者
の
意
図
は
契
機
に
な
り
う
る
か
I
 
 

（
『
山
岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集
』
所
載
）
 
 

（
第
二
部
）
 
 

『
平
家
物
語
』
の
本
文
批
判
－
水
平
伝
承
と
垂
直
伝
承
－
 
 

（
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
第
十
五
号
所
載
）
 
 

『
平
家
物
語
』
の
原
態
と
古
態
－
本
文
批
判
と
作
品
批
評
の
接
点
1
 
（
第
三
部
）
 
 

（
『
日
本
文
学
の
特
質
』
所
載
）
 
 

こ
の
三
論
文
が
『
日
本
文
学
原
論
』
本
文
批
判
編
の
基
底
を
示
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
 
 

る
。
こ
れ
に
、
 
 

解
釈
と
批
評
の
原
理
 
（
韓
国
日
語
日
文
学
会
紀
要
「
日
語
日
文
学
研
究
」
第
二
十
四
輯
）
 
 

を
併
せ
る
と
、
『
日
本
文
学
原
論
』
の
全
体
像
が
、
先
生
の
執
筆
さ
れ
た
文
章
に
よ
っ
て
 
 

概
ね
分
る
。
『
日
本
文
学
原
論
』
は
幻
の
著
作
に
な
っ
た
が
、
先
生
は
、
こ
の
四
論
文
を
、
 
 
 



12  

『
日
本
文
学
原
論
』
の
御
執
筆
の
間
に
、
残
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
拝
 
 

読
で
き
る
こ
と
は
、
幸
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

先
生
が
下
さ
っ
た
幾
通
も
の
自
筆
書
簡
の
中
で
断
片
的
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
『
日
 
 

本
文
学
原
論
』
の
構
想
と
内
容
と
御
執
筆
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
御
執
筆
中
に
諸
 
 

所
に
発
表
さ
れ
た
四
編
の
御
論
文
に
よ
っ
て
、
鶴
首
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
拝
読
が
か
 
 

な
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
『
日
本
文
学
原
論
』
で
は
あ
る
が
、
粗
々
と
は
い
え
、
以
上
 
 

の
と
お
り
辿
り
得
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

先
生
の
御
意
図
は
、
幾
通
も
の
御
状
に
よ
っ
て
大
井
個
人
を
鍛
え
よ
う
と
さ
れ
る
と
 
 

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
個
人
が
頂
戴
す
る
に
は
余
り
に
も
 
 

貴
重
な
『
日
本
文
学
原
論
』
の
構
想
と
内
容
と
御
執
筆
状
況
に
関
す
る
お
言
葉
で
あ
る
。
 
 

こ
こ
に
先
生
に
頂
い
た
書
簡
を
広
く
世
に
御
披
露
す
る
所
以
で
あ
る
。
 
 
 

先
生
か
ら
犬
井
が
頂
い
た
書
簡
よ
り
も
更
に
詳
し
い
事
情
を
お
知
り
の
向
き
は
多
い
 
 

は
ず
で
あ
る
。
是
非
と
も
そ
れ
を
御
教
示
頂
き
た
い
、
そ
し
て
、
小
西
甚
一
先
生
の
お
 
 

考
え
で
あ
っ
た
『
日
本
文
学
原
論
』
に
関
す
る
こ
と
ど
も
を
世
に
紹
介
し
て
頂
き
た
い
、
 
 

と
願
う
こ
と
切
で
あ
る
。
 
 

小
西
甚
一
先
生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
筆
を
爛
く
。
 
 

合
草
 
 
 



大
井
善
蕎
氏
の
申
し
出
に
よ
り
、
氏
に
よ
る
 
 

小
西
甚
一
先
生
の
追
悼
文
を
、
筑
波
大
学
平
家
 
 

部
会
論
集
の
別
冊
と
し
て
刊
行
い
た
し
ま
す
。
 
 

（
第
十
二
集
編
集
担
当
 
小
井
土
守
敏
）
 
 

筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
別
冊
 
 

平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
 
発
行
 
 

発
行
者
 
筑
 
波
 
大
 
学
 
平
 
家
 
部
 
会
 
 

つ
く
ば
市
天
王
台
一
丁
目
一
番
地
一
 
 

筑
波
大
学
文
芸
言
語
専
攻
日
本
文
学
大
学
院
生
室
内
 
 

印
刷
者
 
株
式
会
社
 
イ
セ
プ
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